
                        
 

 

                          

 

 

十
月
二
十
二
日
の
月
例
祭
後
の
共
励
会

で
、
記
念
祭
奉
迎
の
感
話
発
表
に
取
り
組

む
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
十
一
月
一
日
の
月

例
祭
か
ら
祭
典
後
に
毎
回
順
次
一･

二
名

の
信
奉
者
が
来
年
四
月
ま
で
感
話
を
発
表

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

感
話
の
テ
ー
マ
は 

「原
点
・あ
ゆ
み
・こ
れ
か
ら
」 

で
す
。
こ
の
テ
ー
マ
を
み
や
す
く
説
明

し
ま
す
と
、 

●
「
原
点
」
と
は
、
わ
が
家
が
入
信
し
た

頃
の
状
況
や
き
っ
か
け
。 

●
「
あ
ゆ
み
」
と
は
、
生
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
に
出
あ
っ
た
「
大
変
だ
っ
た
こ
と
」

「
有
難
か
っ
た
こ
と
」
。 

●
「
こ
れ
か
ら
」
と
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
自
身
の
信
心
を
進
め
て
行
き
た
い

か
進
め
る
べ
き
か
。 

と
い
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
、「
原
点
・
あ
ゆ
み
・
こ
れ
か
ら
」

と
い
う
感
話
発
表
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い

る
願
い
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
す
。 
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▼
第
一
に
、
私
た
ち
の
自
身(

わ
が
家)

の
入
信
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
原
点
を
知

り
原
点
を
わ
き
ま
え
、
自
身
の
家
・
自
分

自
身
の
こ
と
を
よ
く
知
る
。 

 

▼
第
二
に
、
自
身
の
受
け
て
き
た
霊
験

と
い
う
よ
う
な
「
お
か
げ
」
や
、
親
神
様

か
ら
命
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
や
生
か
さ
れ

て
生
き
て
い
る
喜
び
を
実
感
す
る
と
い
う

「
お
か
げ
」
の
体
験
を
語
り
、
自
身
の
信

心
を
整
理
し
、
さ
ら
に
「
お
か
げ
信
心
」

か
「
親
神
様(

ご
神
慮)

信
心
」
か
確
か
め

省
み
、
信
心
が
邁
進
す
る
助
け
と
す
る
。 

  

 

          

 
           

▼
第
三
に
、
さ
ら
に
そ
の
「
お
か
げ
」

と
感
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
体
験
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
信
心
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

べ
き
か
、
自
身
の
信
心
の
願
い
を
知
り
、

将
来
に
向
か
っ
て
勇
躍
信
心
を
進
め
る
足

が
か
り
と
す
る
。 

 

さ
ら
に
ま
と
め
ま
す
と
、
今
回
の
記
念

祭
奉
迎
感
話
発
表
は
、
自
身
の
信
心
の
「
あ

ゆ
み
」
を
整
理
し
全
体
を
把
握
し
こ
れ
か

ら
進
む
べ
き
方
向
性
や
将
来
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
確
認
し
て
、
漫
然
と

歩
み
が
ち
に
な
る
信
心
に
方
向
性
や
課
題

い
わ
ば
目
標
を
持
ち
勇
ん
で
信
心
を
進
め

て
行
く
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。 



 平成２２年 １１月                  いっしん   

少年少女全国会 努力目標   おもいやり みんなといっしょに ふかめよう   

3

                

秋
の
気
配
が
薩
摩
の
地
に
訪
れ
、
参
拝

道
中
に
も
彼
岸
花
が
燃
え
る
よ
う
に
美
し

く
咲
く
景
色
が
眼
に
映
る
中
、
御
本
部 

生

神
金
光
大
神
大
祭
に
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

こ
の
秋
の
御
本
部
参
拝
は
、
連
合
会
で

仕
立
て
て
下
さ
い
ま
し
た
貸
切
バ
ス
団
体

参
拝
で
し
た
。
安
全
性
と
、
連
合
会
で
の

勢
を
揃
え
た
信
心･

御
用
が
で
き
て
行
く

た
め
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。 

バ
ス
は
加
治
木
教
会
前
に
、
二
日
の
午

前
八
時
前
に
は
到
着
し
、
親
奥
様
方
の
お

見
送
り
を
受
け
て
出
発
し
、
八
時
間
余
り

で
無
事
御
本
部
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

教
主
金
光
様
の
お
退
け
お
見
送
り
に
も

間
に
合
う
こ
と
が
で
き
有
難
い
こ
と
で
し

た
。 

                  

 
 

            

今
回
の
御
本
部
参
拝
は
、
境
内
に
隣
接

す
る
北
ウ
イ
ン
グ
「
光
風
館
」
に
宿
泊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
教
主
金
光

様
の
お
退
け
お
見
送
り
後
に
、
教
祖
様
奥

津
城
を
は
じ
め
各
奥
津
城
に
も
ゆ
っ
く
り

と
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夜
は
「
前
夜

の
教
話
」
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
朝
の
教
主
金
光
様
の
お
出
ま
し
も
お

迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
朝

の
御
祈
念
・
朝
の
集
会
に
も
お
か
げ
を
蒙

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

御
本
部
御
大
祭
の
ご
催
事
の
フ
ル
コ

ー
ス
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
参
拝
で
、

一
入
有
難
い
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。 
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故
小
嶋
昭
敏
先
生
は
、
甘
木
教
会
の
小

嶋
家
と
い
う
信
心
熱
心
な
家
に
生
ま
れ
ら

れ(

昭
和
四
年)

、
お
父
様
は
甘
木
教
会
初

代
親
先
生
の
と
き
に
信
徒
総
代
を
、
お
兄

様
は
二
代
親
先
生
の
と
き
に
信
徒
総
代
の

御
用
を
頂
か
れ
ま
し
た
。 

                

 

故
小
嶋
昭
敏
先
生
は
、
昭
和
五
十
七
年

五
十
三
才
で
長
年
勤
め
た
仕
事
を
脱
サ
ラ

さ
れ
て
甘
木
教
会
で
修
行
生
と
し
て
御
用

に
当
ら
れ
お
道
の
教
師
に
な
ら
れ
た
後
、

今
か
ら
二
十
三
年
前
に
泉
田
教
会(

大
分
県

別
府
市)

長
と
し
て
布
教
の
御
用
に
当
ら
れ
、
昨
年

十
月
八
十
才
で
お
国
替
え
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
甘
木
教
会
の
親
先
生
を
実
の
親

以
上
に
大
切
に
頂
く(

信
仰
的
に
敬
慕
し

教
え
を
仰
ぐ)

あ
り
方
は
、
他
の
追
随
を
ゆ

る
さ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
は
営
業
部
長
を

勤
め
た
時
代
が
長
く
、
洒
脱
で
前
向
き
に

仕
事
ひ
と
筋
に
邁
進
す
る
と
い
う
持
ち
前

の
性
格
が
、
お
道
の
御
用
に
も
向
い
て
お

ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。 

 

故
小
嶋
昭
敏
先
生
と
私
は
、
金
光
教
学

院
・
甘
木
教
会
修
行
生
の
と
き
に
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
親
子
ほ
ど
も
離
れ
た

年
齢
差
が
あ
る
も
の
の
同
期
生
と
い
う
、

親
し
い
間
柄
で
の
お
付
き
合
い
で
し
た
。

加
治
木
教
会
の
記
念
祭
に
も
参
拝
さ
れ
て

あ
り
ま
し
た
。 

 

一
年
祭
に
は
、
故
小
嶋
昭
敏
先
生
の
直

向(

ひ
た
む
き)

に
御
用
に
当
ら
た
人
柄
が

偲
ば
れ
、
甘
木
教
会
の
手
続
き
教
会
を
は

じ
め
連
合
会
の
役
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
共

に
御
用
に
当
ら
れ
た
先
生
方
が
多
数
ご
参

拝
に
な
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。 

（
教
会
長
） 
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越
塚
勇
人
さ
ん
「
命
の
授
業
」
と
い
う

レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
を
観
ま
し
た
。
越
塚
さ

ん
は
、
中
学
校
の
体
育
教
師
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
ス
キ
ー
を
し
て

い
て
大
怪
我
に
あ
い
、
首
の
骨
を
折
り
首

か
ら
下
が
全
く
動
か
な
く
な
り
、
医
師
か

ら
は
「
一
生
、
寝
た
き
り
」
と
宣
告
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
が
、
現
在
で
は
全
国
で
講
演

活
動
を
さ
れ
る
ま
で
に
奇
跡
の
回
復
を
遂

げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
怪
我
を
さ
れ
て
か
ら
、

ど
ん
な
思
い
だ
っ
た
の
か
ど
ん
な
体
験
を

し
た
の
か
、
そ
の
結
果
、
今
は
ど
う
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
一
文
。 

「
五
つ
の
誓
い
」 

「
口
」
は
、
人
を
励
ま
す
言
葉
や
感
謝
の
言

葉
を
言
う
た
め
に
使
お
う
。 

「
耳
」
は
、
人
の
言
葉
を
最
後
ま
で
聴
い
て

あ
げ
る
た
め
に
使
お
う
。 

「
目
」は
、
人
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
る
た
め
に

使
お
う
。 

「
手
足
」は
、
人
を
助
け
る
た
め
に
使
お
う
。 

「
心
」
は
、
人
の
痛
み
が
わ
か
る
た
め
に
使

お
う
。  

 

恩
を
知
っ
て
恩
を
感
じ
恩
に
報
い
る
心

の
眼
を
開
か
れ
た
方
だ
と
思
え
ま
し
た
。 

訃 

報 

十
月
十
三
日
、
出
水
教
会
長 

嶋
田
邦
雄

先
生(

七
十
才)

が
お
国
替
え
さ
れ
ま
し
た
。

霊
の
ご
安
心
と
道
立
て
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
嶋
田
先
生
は
長
年
連
合
会
長
の
御

用
に
当
ら
れ
、
加
治
木
教
会
も
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１(

金)

●
報

徳

月

例

祭 

10
時
半 

２(

土)

●
御
本
部
御
大
祭 

※
団
体
バ
ス
参
拝
出
発 

８
時 

３(
日)
●
御
本
部
御
大
祭 

 

９(

土) 
斎

掃

御

用 
 
  

10
時 

10(

日)

●
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭

 

10
時
半 

 
 
 

併
せ
て 
立
教
記
念
祭
・新
穀
感
謝
祭 

 
 
 

続
い
て 

記
念
祭
奉
迎
委
員
会 

11(

祝) 

川
内
教
会 
布
教
60
年
記
念
大
祭 

 

〃 
 
 

中
村
家
霊
祭 

21(

木) 

斎
掃
御
用 

10
時 

22(

金)

●
月
例
祭
・共
励
会 

13
時
半 

23(

土) 

泉
田
教
会 

小
嶋
昭
敏
大
人
一
年
祭 

24(

日) 

宮
崎
北
教
会 

御
大
祭
教
話
御
用 

30(

土) 

斎

掃

御

用 
 
  

10
時 

31(

日) 

鹿
児
島
教
会 

御
大
祭 

 
 

   
 

 

十
一
月 

中
村
光
志 

之
霊
神

（
12
日
）
平
成
19
年 

大
重
為
昭 

之
霊
神

（
13
日
）
平
成
12
年 

吉
屋
ア
イ 

之
霊
神

（
14
日
）
昭
和
56
年 

瀬
尾
清
博 

之
霊
神

（
17
日
）
昭
和
49
年 

大
重
愛
子 

之
霊
神

（
20
日
）
平
成
２
年 

桐
野
ハ
ル 

之
霊
神

（
21
日
）
昭
和
63
年 

金
竹
ナ
ミ 

之
霊
神

（
24
日
）
平
成
19
年 
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御
大
祭
・
記
念
祭 

【
11
月
】 

７(

日) 

枕
崎
教
会
布
教
75
年
記
念
大
祭
11
時 

14(

日) 

上
荒
田
教
会
御
大
祭
11
時 

20(

土) 

大
口
教
会
御
大
祭 

 
12
時 

21(

日) 

西
鹿
児
島
教
会
御
大
祭
12
時 

23(

祝) 

加
治
木
教
会
御
大
祭
11
時 

28(

日) 

多
良
木
教
会
御
大
祭
11
時 

  

   

 

十
二
月
二
十
三
日(

祝) 
 

甘
木
親
教
会 

安
武
文
雄
大
人
十
五
年
祭 

参
拝 

 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

11
月 

…
…
…
… 

１(

月) 

●
報

徳

月

例

祭 

10
時
半 

７(

日) 

枕
崎
教
会 

布
教
75
年
記
念
大
祭 

９(

火) 

斎

掃

御

用 
 
 
  

10
時 

10(

水)

●
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

14(

日) 

上
荒
田
教
会
御
大
祭 

11
時 

〃 
 

大
重
家
霊
祭 

16(

火) 

若 

婦 

人 

会 

13
時
半 

20(

土) 

大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

21(

日) 

西
鹿
児
島
教
会
御
大
祭 

12
時 

22(

月)

●
月
例
祭･

御
大
祭
前
御
用
10
時
半 

〃 
 

青
年
会
・リ
ー
ダ
ー
Ｍ(

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

兼 

青
年
会)

20
時 

23(
祝) 

加
治
木
教
会
御
大
祭 

11
時 

25(

木) 
（連
）執
行
部
会 (

上
荒
田

教

会)

10
時
半 

27(

土) 

少
年
少
女
会
（韓
国
岳
登
山
の
予
定
） 

28(

日) 

多
良
木
教
会
御
大
祭 

12
時 

30(

火) 

斎

掃

御

用 
  
 
 

10
時 

※
少
年
少
女
会
・青
年
会
・若
婦
人
会
は
、
都
合
に
よ
り
日
程
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
随
時
連
絡
し
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 

   

 

 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１(

火) 

●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３(

金) 

甘
木
親
教
会
御
大
祭 

第
一
日 

４(

土) 

●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

第
二
日 

９(

木) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

金) 

●
生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

12(

日) 

御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭 

14(

火) (

連)

布
教
協
議
会 (

上
荒
田

教

会) 

10
時
半 

18(

土) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

←
…
月
例
祭
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

19(

日) 

●
月
例
祭･

共
励
会 

 

13
時
半 

〃 
 

青
年
会
・リ
ー
ダ
ー
Ｍ(

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

兼 

青
年
会)

20
時 

23(

祝) 

甘
木
親
教
会 

二
代
教
会
長 

 
 
 
 
 

安
武
文
雄
大
人 

十
五
年
祭 

29(

水) 

斎

掃

御

用 
 

10
時 

30(

木) 

●
越 

年 

祭 

13
時
半 

※
感
謝
パ
ー
テ
ィ
ー 

(

…
未
定)  

      


